
平成 22 年 7月 25 日 

第 50 回核化学夏の学校の案内（3rdアナウンス） 
 
拝啓 いよいよ電力不足の夏本番になって参りましたがが、いかがお過ごしでしょうか。 
 「核化学夏の学校」の第３報です。ほぼプログラムも決まりましたが、まだまだ多くの方のご参

加頂きたく、再度アナウンスをさせて頂きます。また、今回は、核化学のみならず広く放射化学や

その関連分野の皆様にも参加頂ければ有意義な議論が展開できると期待しております。周りの皆様

にも広くアナウンス頂きますようお願いいたします。 
 
 今回は、50 周年記念の夏の学校です。記念行事に加え、やはり福島原発関連をメインテーマと

し、原子力社会の大きな転換期に目を向けつつ、ちょうど節目を迎えた核化学/放射化学の今後を

考える機会としたく思っております。以下のように、福島原発に関連して 3 名の講師の先生をお迎

えし、基礎からじっくりと講義を頂き、議論を展開したく思っています。50 周年記念行事のメイ

ンイベントとして、祝賀懇親会に加え、核化学の今後 50 年のロードマップ作成を試みます。なお、

例年通り皆様からの話題提供や研究発表も広く募集しております。 
 
ス ケ ジ ュ ー ル 等 の 詳 細 や 最 新 情 報 は 「 核 化 学 夏 の 学 校 」 ホ ー ム ペ ー ジ

（ http://www.chem.sci.osaka-u.ac.jp/lab/shinohara/summerschool_2011/ ）に適宜アップしてお

りますので是非ご覧下さい。お忙しいかと思いますが、是非とも多くの皆様の参加をお願いしたく

思います。特に、将来を担う学生さんには格安料金を設定しました。参加申し込みは締め切りは、

好評により延長し8月5日となっていますが、準備の都合上なるべく早くお願い出来れば幸いです。 
以上、宜しくお願いいたします。                          敬具 

 
世話人代表 篠原厚 

 
 
 
第 50 回核化学夏の学校（50 回記念） 

 
日時：8月 19 日（金）～22 日（月） 

場所：兵庫県赤穂市 赤穂研修センターみさき 

住所 〒678-0215 兵庫県赤穂市御崎152 

URL: http://www.ako-misaki.com/ TEL: 0791-46-2000 

   （最寄り駅より送迎バス有り。詳細は HP をご覧ください。） 
 
参加費（予定）： 一般：35,000 円程度、学生：19,800 円 
 
プログラム概要   
詳細：http://www.chem.sci.osaka-u.ac.jp/lab/shinohara/summerschool_2011/ 
 
１）50 周年記念行事 
・オープニング「核化学夏の学校 50 年を振り返って」 ［19 日夜］ 
・今後 50 年のロードマップの作成   参加者全員 ［全日夜］ 
・記念式典 「核化学のこれからの 50 年」など   ［21 日昼 or 夕］ 
・記念祝賀会（いつもの宴会）  ［21 日夜］ 
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２）福島原発事故の周りとその後  ［20 日全日］ 
・特別講義 
 講義「環境中での水・土砂移動と放射性物質の移行について」 
     恩田裕一 先生（筑波大・院生命環境科学） 
 講義「東日本太平洋沖地震はどういう地震だったのか？ -地震発 生の物理化学について-」 
     廣野哲朗 先生（阪大院理・宇宙地球科学専攻） 
 講義「放射性物質による汚染からの環境回復に向けて」 

 井上 正 先生（電中研・原子力技術研究所） 
・報告 
 「核化学関連施設の被災状況と復旧計画」 各施設（依頼予定） 
 「福島土壌プロジェクトの現場（仮題）」 齋藤 敬（阪大・安管） 
 「地球惑星科学連合－放射化学の連携プロジェクト（仮題）」 篠原 厚（阪大院理） 
・話題提供 （公募中） 現在 2 件  
 
３）一般話題提供・研究発表 （公募中） 現在 1 件 ［21 日朝・他］ 
・これまで通りの会員による自由な話題提供・研究発表・アナウンス 
・学位取得への登竜門（D 論提出前発表） 
 
４）エクスカーション   [21 日午後] 
・オフィシャルツアー：塩作り体験、古来の塩田の実演見学 
・オプショナルツアー：赤穂城跡散策、大石神社参拝、海浜公園散策、各種博物館巡り、ロードマ

ップの完成作業など、 
 
予備）パネル討論「福島原発事故後の放射化学の教育研究の行方」 ［20 日夜 or21 日朝］ 
 （話題提供の数により時間にゆとりがあれば具体化検討） 
 
 



（以下の申込書は、 吉村：tyoshi@chem.sci.osaka-u.ac.jp へe-mailねがいします。） 
 
―――「核化学夏の学校」参加申込みフォーム 締め切り 8月 4日――――――――――――― 
 
・氏名： 
・所属： 
・身分・学年： 
・連絡先 
 住所： 
 E-mail： 
 TEL： 
 FAX： 
 
・参加予定（本人）1 名  一般／学生  男／女（不要な方を消して下さい） 
同伴者 （大人男  名，大人女  名，子供  名，幼児  名） 

 
・宿泊と食事（不要の場合，【×】を記入して下さい．） 
 ８／１９ 宿泊【○】             夕食【○】 
 ８／２０ 宿泊【○】 朝食【○】／昼食【○】／夕食【○】 
 ８／２１ 宿泊【○】 朝食【○】／昼食【○】／懇親会【○】 
 ８／２２       朝食【○】 
 
・話題提供： 有 ・ 無  （有の方は以下を記入下さい） 
 
セッション： 福島関連 ・ 一般 ・ 学位取得前発表 ・ その他アナウンス等 

 
タイトル（仮題でも可）： 

 
希望講演時間： 5 分 ・ 10 分 ・ 20 分 ・ その他（     ） 

 
・その他コメント： 
 
 
 
 
 
 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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